
特別編成授業と地理授業でのNIE実践報告

文化女子大学附属長野高等学校 北 島 一文 雄

野 口 雅 宏

l 地歴公民全職員､特別編成授業を活用

昨年度同様､卒業式 (3/3)から終業式 (3/17)までの問､在校生全員を対象に

新年度に向けて特別編成授業を行った｡この際､地歴公民の職員6人揃って新聞を使っ

ていわゆる時事問題に取り組んだ｡時間は学年によって異なるが65分野業の2-4時間

だった｡

授業導入生徒配布用プリント

特編授業について

1.内 容 時事問題についてテーマを設けて調べ､ レポー トで報告する｡

2.持ち物 新聞､ レポー ト用紙､コピー代など

3.編 成

1時間目 内容説明と各自がテーマを考える

2時間目以降 テーマにもとづいて調べる

4.テーマ例

(1) 生活と経済

｢子どもの権利条約｣って､どういうものか (｢児童の権利に関する条約｣)

規制緩和が進んでいるっていうけど､どういうことか

再販って､いったい､どういうことなのか (再販売価格維持制度)

国民の祝日って､だれが､どうやってきめるのか (｢国民の祝日に関する法律｣)

学校が､ぜんぶの土曜日を休みにするのは､なぜなのか (完全学校 5日制)

いま､問題になっている不良債権って､なにか (金融不安)

介護保険法って､どんなことをきめた法律なのか (公的介護保険)

景気がいいとかわるいって､だれがきめるのか (完全失業)

(2)立法 ･行政

小選挙区制とあわせてやる比例代表制って､なにか (小選挙区比例代表並立制)

官官接待って､なんなのか

国の予算は､だれが､どうやってきめるのか
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政令指定都市 ･中核市 って､どんな都市なのか

財政構造改革 って､なにか

行政改革 って､いったい､どういうことなのか

中教審 って､なにをするところなのか (｢飛び入学｣)

首都を引っ越 しさせるって､どういうことなのか

事務次官 って､なにか (政務次官と事務次官)

(3)国際問題

チェチェンとロシアは､どんな関係なのか

アメリカの大統領は､どうやって選ばれるのか (予備選挙と本選挙)

パ レスチナって､どうしていっももめているのか (PLOとイスラエル)

｢従軍慰安婦｣ って､どういうことか

ODAって､なんなのか (政府開発援助)

PKOって､なんのことか (平和維持活動)

いま､北朝鮮はどうなっているのか

いま､カンボジアはどうなっているのか

｢北方領土問題｣ って､どういうことなのか

香港は､ これからどうなるか (｢一国二制｣)

ガイ ドラインって､なにか (｢日本の周辺有事｣)

ヨーロッパが 1つになるって､どういうことか (EU･ユーロ)

5. レポー トについて

レポー ト用紙 3枚以内にまとめる

使用 した新聞を貼 り付ける (新聞名と日付を書く)

提出日 3月 17日 (金)まで (厳守)

来年度の社会の授業の評価に加える

(1) なぜ､ このテーマをとりあげたのか (設定理由)

(2) どんなことがわかったか (事実関係)

(3) 調べてみて感 じたこと､考えたこと (感想 ･考察)

(4) 今後の自分の生活にどう生かすか (活要策)

6.その他

閲覧用の新聞の取 り扱いは丁寧にする (切 り抜き､マーク等不可)
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提出レポー トのテーマ別分類一覧

本校は､普通進学課程 ･国際文化進学課程 ･保育福祉進学課程 ･医療看護進学課程と

いう4課程制をとっている｡各課程ごと提出レポー トのテーマ設定に特色がないかとの

集計をしてみた｡

普通進学 国際文化 保育福祉 医療看護

1 政治女性知事誕生 lJ 2 l

沖縄サ ミット 1

不況 二(.失業 T3就職難) 4 2

東人差別 (射殺の白人無罪) 3 3 1

5 事件日比谷線脱線衝突事故 16 3 1.4

･白馬ニュージーランド人雪崩事故 3

横山ノック氏セク-ラ疑惑 2

6 家庭子育て (児童虐待) 3 2 2 3

夫からの暴力 , 2

働 く女性 1 1

｢チャイル ドシ- ト 1 1

夫の家事参加 3p

7 教育君が代 1 1 2

不登校 .いじめ 2 2 ｢

8 科学プレステ2 1 3

9 医薬介護保険 (バJリアフリー) 25 7 14 14
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臓器提供 (脳死移植) 3 2

･薬害エイズ問題 2 1

10 .環境リサイクル 1 1 1 3

.ダイオキシン 3

酸性雨 .雪 1雪 1

｢その他テーマ｣

小鹿坂遺跡､松本市長選挙､デビットカード導入､アラビア石油採掘権失効､春奈ちゃ

ん殺害､-ッカー被害､2000年問題､熟年離婚､飛び級､DVD､クローン､人工視力､

遺伝子組み換え食品､不法投棄産業廃棄物問題､宗教､加江田塾など
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レポー ト提出を終えて

少ない時間ではあったものの､時事問題七対 して興味 ･関心を持ついい機会となったこ

とは､生徒からの時事問題に対する質問が増えた事実から間違いないであろう｡

また､｢新聞は身近なもの｣と感 じ取ることにおおむね成功 した｡ この ｢新聞は身近なも

の｣という気持ちを継続させる指導をどうしたらよいか｡それから平時の歴史め授業では､

導入が断片的になりやすいという課題 も′残る｡

｢テレビに比べて､好きな時に必要な情報を得 られるのが新聞｣という指導から始まっ

た今回の ｢調べ学習｣｡今まで全 くもって新聞の存在が遠かった生徒 も､ この機会に新聞

を身近に感 じ取ってくれ､また､何となく送ってきた高校生活にも活力を生み出すことに

なった｡付け加えて､ 3年生にとっては､進学の際の小論文試験の対策のきっかけとなっ

た｡

日 新聞は地理教材の宝庫

毎 日の紙面には高校の地理の教科書を補 う記事がたくさんある｡それらの中でも教育効

果の大きいもの､つまり教室で扱 うことで生徒たちの理解を深めるもの､興味関心を拡大

するものとなるとかなり限られてくる｡そのいくつかについて提示 したい｡

(Dアジアの華人たち

華僑に関する資料は多い｡ Lやゝ しこの記事のように､ しっかりした本文を中心に写真や

地図 ･表 ･解説とさまざま組み合わせて､縫体的に中国人の海外進出を理解させるものは

そうは多 くない｡

広東省や福建省など東南沿海地方から､タイやマレ-シア ･インドネシアなどを主に東

南アジアに多 く出ていることがよくわかる｡ その上､世界各地に出ていることが把握でき

るようにもなっている｡

出先でのチャイナタウンは横浜や神戸 ･長崎などを挙げることでより身近にさせること

が出来る｡そこで記事にはないがこの話を加えた｡一般には商業に従事 し成功 している人

が多いといわれているが､タイ トルのように2､ 3世に政界への進出もあり､ 巾広い活

躍ぶ りが理解できる｡

リー ド文は トピック的だから時間がたっにつれて扱いにくくなる｡その部分はまさに参

考というつもりで考えたい｡

②コソボ問題とセルビア人

民族問題は長い歴史とその深刻さで､ しばしば新聞紙上に登場する｡地球上の民族構成

や分布と並んで民族紛争を取 り上げる時には､記事は生きた教材になる｡

2つの文字､ 3つの宗教､ 4つの言語､5つの民族､6つの共和国で知られていた旧ユー

ゴスラビアは常に話題になった｡この国が1992年に分離 ･解体 してからも｣事情が似てい
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る共和国が多い｡NATOもまきこんだコソボ問題は大問題となっただけに､その対立の

構造をみるのが民族問題の入口としてふさわしいと思い取り上げた｡

避難民の報告等から､その悲惨さを十分に理解 してもらえる資料はたくさんあり､それ

らも教材として生かされる｡だが､現象的､表面的なものを前面に出すより､その根幹を

科学的に把握するのが教育にとっては柱として重要と考え､解説的記事を扱った｡

遠い国の出来事であるから､問題の深刻さを十分に理解 してこなかった生徒たちにとっ

て､ もっと詳 しく知り深 く考えそして民族紛争根絶を願うことは非常に大切と思う｡

③有珠山の噴火

今までは授業に関係深い資料を保存 しておき､進度にあわせて活用するようにしてきた｡

今年は新年度がはじまる直前に有珠山の活動が大きく報 じられたので､生徒たちも関心

があるだろうし､新聞記事も選択に苦労するほどたくさんある｡こういうものをタイムリー

に扱うのもいいのではと思うようになり､今までのやり方にトピック的なものもはさむこ

とにした｡(地理担当が一人なので進度の調整は比較的楽)

これだと口を酸っぱくしていっている予習 ･復習が新聞やテレビを通 してできるので社

会との接点が広がるし､生徒の自主的な学習にもつなげられると考えた｡最初の時間オリ

エンテーションから授業に入った段階で新聞記事を使った｡これは包括的でありながら発

展的なので授業には好都合だった｡

授業展開 1.文章中の地名を白地図に記入する｡

2.文中の用語 (カルデラ湖､円すい状火山など)は地図帳の火山地形図を

参考に理解を深めよう｡

3.火山国の住人という表現から長野県も含めて日本は火山や埋貢の多いと

ころとわかる｡ 世界全体を見渡してどこが火山や地震の多いところか｡

(地震帯 ･火山帯の分布)

教科書や地図帳を利用して答を出させたあと､防災に関心を持っ､マスコミに注目する

ことを求めた｡
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チ
ト
ー
大
統
儲
の

統
樹
下
で
'
旧
ユ
ー
ゴ
連
邦
は

六
つ
の
共
和
EF

二
つ
の
自
治

州
か
ら
成
る
民
族
モ
ザ
イ
ク
同

家
と
な
っ
LJ｡
ク
ロ
ア
チ
ア
生

ま
れ
の
チ
ト
ー
は
､
セ
ル
ビ
ア

毒

に
よ
る
民
族
対
立
の
危
険

性
を
十
分
に
還

し
て
お
り
､

セ
ル
ビ
ア
邦
柑
屈
の
中
に
特
に

コ
ソ
ボ
､
ポ
イ
ボ
デ
ィ
ナ
の
耶

･E
的
仙
川を
髄
け
て
セ
ル
ビ
ア
如

刷
調
を
と
っ
LJ｡

チ
ト
ー
は
さ
ら
に
'
自
ら
の

死
横
を
見
轡
九
LJ｢74
年
青
砥
｣

を
導
入
､
各
兆
和
国
'
自
治
州

の
抽
限
叩
串
の
徹
底
を
囲
っ

た
｡
コ
ソ
ボ
の
人
口
の
8
削
以

上
を
占
め
る
ア
ル
バ
ニ
ア
系
件

丘
は
自
由
を
串
受
L
LJか
､
繊

唯
に
さ
れ
LJセ
ル
ビ
ア
側
で
は

不
桝
が
tE
ま
っ
た
｡
ま
た
､
コ

ソ
ボ
で
は
.汀
TS
的
少
数
派
の
セ

ル
ビ
ア
人
が
ア
ル
バ
ニ
ア
系
伴

民
に
退
糾
さ
れ
る
讃

嘆
果
i
)

は
き
､
は
臥
仰
糎
の
抑
た
な
火

和
と
な
っ
LJ.
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★
コ
ソ
ボ
紛
争

80
年
5
月
の
チ
ト
ー
の
死

後

､88
咋
日
月
に
ミ
ロ
シ
ェ
ビ

ッ
チ
･
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
幹
刑

余
放
漫

(現
迎
邦
大
串

は

｢74
缶
轟
法
｣
を
改
正
し
て
自

治
仙
川霊

ハ和
国
憲
法
下
に
冊
い

た
｡
89
咋
2
円
に
は
崇

柵
と

此
弼

摘ま
で
も
Jt
和
田
権
限
と

し
た
｡
コ
ソ
ボ
の
ア
ル
バ
ニ
ア

系
住
民
は
幼
く
反
始
.
今
H
に

つ
な
が
る
コ
ソ
ボ
紛
争
の
佃
例

が
出
光
上
が
っ
た
｡

こ
う
L
LJセ
ル
ビ
ア
八
相
同

の
動
き
は
他
兆
和
田
の
叔
し
い

反
宛
を
朋
き
､
91
畔
の
ス
ロ
ベ

ニ
ア
､
ク
ロ
ア
チ
ア
剛
兆
札
的

の
独
立
豊
吉
義

り
に
旧
ユ

ー
ゴ
の
分
裂
の
如
き
を
決
･td
ー

に
す
る
牧
別
も
災
た
し
LP



鹿

北
海
道
の
南
西
部

に
位
鷹
す
る
洞
爺

湖
は
､
観
光
名
所

で
知
lh
禿
る
｡
湖

に
温
泉
､
火
山
と

そ
ろ
え
ば
'
日
本

忽
皿塾
的
な
行
楽
地
と
し
て

不
足
は
な
い
｡
こ
れ
か
ら

シ

ー
ズ
ン
と
い
う
折
に
､
温
泉

街
を
見
下
轟

概

容
し
た
｡
危
管
岳
桝
リ
合
わ

墓

室

直
径
約

十
㌔､
周
囲
四
士
ハ㌔
の
洞

爺
湖
そ
の
も
の
が
､
火
山
活

動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
｡
数

万
年
前
に
火
砕
流
の
一
種
で

あ
る
軽
石
流
が
大
量
に
映
出

し
､
大
規
模
に
陥
準

して
水

を
た
た
え
た
の
だ
っ
た
｡
そ

の
中
央
部
に
火
口
丘
が
盛
り

上
が
り
､
中
島
と
な
っ
て
今

で
は
ド
ー
ナ
ツ
型
を
し
て
い

る
｡
い
わ
ゆ
る
カ
ル
デ
lつ廟

で
あ
り
､
深
さ
は
六

〇
㍍

近
い
◆
火
山
の
活
動
は
､
今

な
お
続
い
て
い
る
｡
洞
爺
湖

と
な
っ
た
〟く
ぼ
地
″

の
外

輪
山
に
当
た
る
部
分
に

で
き

た
の
が
有
珠
山
だ
｡
需

峰

の
対
矧
珊
の
ほ
か
小
有
珠
が

あ
り
､
そ
の
中
間
に
は
一
九

七
七
-
七
八
年
に
鞄
生
し
た

矧
矧
新
山
が
あ
る
.
完

1

0
年
に
は
盟
劃
刑
山が
挺
生

し
た
｡
l九
四
四
-
四
五
年

IT樹
矧
酬劃

で
あ
る
O
今
な

お
盛
ん
な
活
力
を
ま
ざ
ま
ざ

♪
さ
せ
て
い
る
'
別
憾
射
り

山
村
べ
出
て

右
手
に
海
を

眺
め
な
が
､h劇
可
へ
｡
そ
こ

㈲
嵩

陸
へ
向
か
い
､
イ
司

コ
'
洞
爺
湖
､
登
別
に
至
る

コ
ー
ス
は
二

見
穏
や
か
な

長
色
が
続
く
｡
途
中
'
ひ
と

き
わ
目
を
引
く
の
が
､
賀

(え
ぞ
)
宮
士
の
別
名
家
持

覇

だ
｡
こ
れ
ま
た
円

す
い
状
火
山
で
あ
る
｡
登
別

か
急

矧
瀞
紺
い
追
劉
矧
へ

足
を
延
ば
す
と
､
今
霞

鼠

.

静

◆
1
六
E
IO
(寛
永

十
七
)
年
､
大
味
火
で
山
頂

の
1
部
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ

た
｡
空
に
突
き
刺
さ
る
妄
つ

に
鷲

的
な
姿
が
印
象
強
く

残
る
｡
か
つ
て
は
内
浦
帝
も

｢味
火
湾
｣
と
呼
ば
れ
て
い

た
｡

〟火
山
国
″

の
佳
人
な

ん
だ
と
､
つ
く
づ

く
思
い
知

thさ
れ
る
｡
禎
牲
者
が
出
な

い
よ
う
祈
る
ば
か
盟
ん｡
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